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内容要旨 

 

血液透析患者では，非透析患者と比較して一般に赤血球寿命は短縮してい

る．そのため，血液透析患者の血糖コントロール指標としては，赤血球寿命の

影響を受ける HbA1c よりも，グリコアルブミン（glycated albumin, GA）の方

が優れているとされているが，GA もまたアルブミン代謝の影響を受ける． 

 近年，high flux ダイアライザを用いた血液透析や Online HDF が一般的な透

析方法となっている．これらの透析方法によって引き起こされるアルブミン漏

出量は，従来の血液透析での漏出量よりも多い．今回，血液透析によるアルブ

ミン漏出が GA に与える影響について評価する目的で，臨床実験を行った． 

 対象患者は，外来通院で high flux ダイアライザを用いた血液透析または

Online HDF を受けている 2 型糖尿病患者 9 名である．臨床実験登録時の透析方

法で 3 ヶ月間治療を行い，この期間を大量アルブミン漏出治療前期（Pre-Large

期）とした．次の 3 ヶ月間は，アルブミン漏出量が少ないダイアライザを用い

た血液透析を行い，この期間を少量アルブミン漏出治療期（Small 期）とした．最

後に，透析方法を本来の条件に戻して 3 ヶ月間治療を行い，この期間を大量ア

ルブミン漏出治療後期（Post-Large 期）とした．毎月第 1 週の週初めの透析前

採血で，血糖値，アルブミン，GA，Hb，HbA1c などの項目を評価した． 

 大量アルブミン漏出治療では1回の透析あたり平均4.1gのアルブミン漏出を

認めた．一方，少量アルブミン漏出治療では 1 回の透析あたりのアルブミン漏

出量は平均 0.13g であった．そのため Small 期では，Pre-Large 期，Post-Large
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期と比較して，血清アルブミン値は優位に上昇を認めた．また，Small 期では，

総コレステロールとコリンエステラーゼの低下も認められ，血清アルブミン値

の上昇に伴い，脂質代謝や肝機能が反応していることが確認できた． 

 結果として全治療期間を通して血糖値，HbA1c は変化を認めなかったが，GA

は血清アルブミン値と同様に，Small 期で高かった．このことより，GA は透析

によるアルブミン漏出の影響を受けることが分かった．ただし，平均 GA 値の差

は Large 期と比較して 0.8%とわずかであった．GA/HbA1c 比は Large 期で低く，

大量アルブミン漏出治療では GA は過少評価の傾向にあることが示唆され

た．HbA1c，GA，血糖値の関係について調べたところ，血糖値と HbA1c の相関と，

血糖値と GA の相関は同程度であった． 

 以上より，high flux ダイアライザを用いた血液透析や Online HDF によるア

ルブミン漏出は GA に影響を与えるが，その影響は小さく，実臨床における糖尿

病治療の方針には影響しないことが分かった．また血液透析患者の血糖コント

ロール指標は各個人の赤血球やアルブミン代謝に依存することが示唆された． 

 

 






